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オリエンタル酵母工業株式会社
施設めぐり
三 鴨 信 秋 ･桑 原 吉 史*
オリエンタル酵母工業(秩)飼料 ･バイオ事業本部,事オリエンタ)I,九一共同(株)生産技術部
当社は実験動物飼料を製造 ･販売 (昭和26
午)しているメーカーでありますが､近年では
関連会社が生産いたしました実験動物の販売､
又受託試験 ･受託飼育の窓口業務なども行って
おります｡これら各関連会社名と業務内容は下
記の通りであります｡
･北山ラベス株式会社 :spF及びHealthyウサ
ギ､交雑犬 (大型)の生産
･オリエンタル九一共同株式会社 :実験用ビ
ーグル犬の生産
･株式会社日本バイオリサーチセンター:医
薬品､食品等の安全性試験及び薬効 ･薬理
試験の受託
･株式会社オリエンタルバイオサービス :実
験用小動物の受託飼育
この度はこれら関連会社の一社､オリエンタ
ル九一共同株式会社の施設を紹介させていただ
きます｡
オリエンタル九一共同株式会社
当社はオリエンタル酵母工業株式会社の関連
会社として､昭和56年に静岡県富士宮市に設立
されました｡平成7年6月より､株式会社オービ
ーシーから実巌用ビーグ)I,犬の生産業務を引継
いで､研究者の皆様に広く御使用いただいてお
修善寺ファーム
ります ｢TOYOビーグル｣の生産及び配送を
行っております｡
修善寺ファーム
昭和58年に静岡県田方郡修善寺町という､伊
豆半島の中央部丘陵地帯に開設されました｡伊
豆半島の大動脈である国道136号線まで15分､JR
三島駅まで45分と交通面でも至連な所に位置 し
ております｡昭和61年に増設したB棟と併せ
て､飼育棟面積は2,165m2､敷地面積は､4,619
m2となっております.敷地内にはこの他に､検
収隔離犬舎 ･ボイラ一室 ･管理人住居 ･排水処
理施設等を有し､完全屋内飼育により実験用ビ
ーグル犬の生産を行っております｡
本務ファーム
平成3年に山口県玖珂郡本郷村の､羅湊山山
頂近く海抜700m余の高原地帯に開設されまし
た｡錦帯橋と鮎で有名な､錦川の上流にあたり
ます｡中国自動車道六日市Lc.から45分程度
で､多量の降雪時以外は配送面でも､意外に至
便な所と言って良いでしょう｡敷地面積は9,356
㌦､飼育棟面積は2,440m?でこの他敷地内には､
貯水タンク･排水処理施設 ･管理人住居等を有
し､やはり完全屋内飼育方式にて生産を行って
おります｡
本郷ファーム
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生産概況
修善寺ファームと本郷ファーム併せて､年間
4,000頭余の実験用ビーグル犬を生産しておりま
す｡種犬は､RidglanResearchFar皿Sをはじめ
とする米国ブリーダーより導入されたいわゆる
アメリカンビーグルに由来 しています｡近交化
が進まぬように､交配は10グループに種犬を分
けてローテーション交配を実施しております｡
また種犬の一部については､修善寺ファームに
おいて､現在帝王切開人工嘱育由来のグループ
も新たに作出中です｡
私共のファームで生まれたビーグル犬は､図
1に示すようなスケジュールで､各種検査やワ
クチネーションを実施後､自記温度計付の専用
空調車にて研究者の皆様のもと-お届けしてお
ります｡
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図1 TOYOビー グル出産から出荷まで
専用空調車
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図2 修善寺ファーム敷地図
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図3 本郷ファーム飼育棟
施設概要
修善寺ファームの敷地図を図2に示します｡
周囲は畑と林に囲まれ､先に述べましたよう
に､飼育棟はA棟とB棟の2棟からなり､中央
の渡り廊下で掛 ざれております｡
A棟は中央部にて完全に仕切られ､南側部分
では､帝王切開人工晴育由来犬の飼育を行って
おります｡帝王切開人工晴青は､B棟処置室に
おいて母犬より子宮を掃出し､検収隔離棟にて
仔犬を取 り出して､犬用人工乳により晴育いた
しました｡
これらの人工晴育由来ビーグル犬の､有用性
の開発はまだこれからだと思いますが､微生物
学的に更に高グレードであることはもちろん､
人の手にのみによって育てられていますので､
大変ハンドリングしやすい犬に育っています｡
今後の研究者の方々からの評価を期待している
ところです｡
飼育棟の内部は､図3のようになっておりま
す｡これは本郷ファームの飼育棟内部を示して
います｡敷地が2段になっているために､従業
員の出入口･事務管理室 ･休憩室は 1階部分
に､犬舎区域や検査室などは2階部分に位置 し
ております｡犬舎区域は4区画に分けられ､種
動物室 ･分娩晴育室 ･2つの育成室に分けられ
ています｡ 空調はそれぞれ独立させています｡
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各犬舎入口には踏み込み消毒槽を設置し､入退
出時の長靴の消毒を励行させています｡
種動物室にて交配妊娠した犬は､分娩晴育室
にて分娩晴育させ､離乳後仔犬は育成室-移動
させます｡親はまた種動物室に戻します｡出荷
は育成室にて所定の検査を終えた個体を､薬浴
室にて薬浴させ､出荷準備室にてステンレス製
のスノコを敷いた輸送用プラスチックケージに
収容し､テント内に横づけされた空調車に積み
込んでファームを出発します｡
従業員は出社すると手指の消毒後､2階部分
に昇 り検査室の上の脱衣室にて下着のみとな
り､次のシャワー室で手洗 と手指を消毒後､隣
の着衣室にて犬舎内専用衣を着用して長靴に履
きかえて作業に入ります｡
以上が私共の飼育施設の簡単な御案内です｡
今後の課題としては､より高品質低コストの犬
作りのための生産管理方式の確立が必須事項で
あると考えます｡生産管理方法の検討は､現在
パソコンを用いた管理ソフトの大幅な見直 し
と､両ファーム及び本社を結ぶパソコンネット
の構築を手始めにスタートしたところです｡ま
た将来的には旧来は単に淘汰の対象であった犬
の中で､ヒトや動物の疾患モデルとなるような
ものを検索 ･保存 ･育種を行ったり､用途に合
わせた調教犬等の作出に取 り組めるようになり
たいと思っております｡
実験用ビーグル犬の供給が､私共の会社の使
命でありますが､動物自体の提供だけではな
く､より多くの情報も提供できるよう努力して
行きたいと思います｡研究者の皆様のより一層
の御指導をよろしくお願い申し上げると共に､
現在生産コストに多大な影響を与えている､出
荷頭数の♂♀のアンバランスにつきましてぜひ
御一考いただき､できるかぎり雌雄同数使用 し
ていただけますよう､この場を借りて切にお願
い申し上げます｡
